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令和６年度第１回 埼玉県スポーツ推進審議会議事録 

 

１ 日 時 令和６年１２月１９日（木）１１：００～１２：００ 

 

２ 場 所 埼玉会館６Ｃ会議室（対面）及びオンライン（zoom） 

 

３ 出 席 

 ⑴ 出席委員（11 名） 

   高橋委員、樫浦委員、久保委員、山田委員、重田委員、今村委員、有川委員、竹内委員、相澤委員、安達委員、増野委員 

 ⑵ 欠席委員（6名） 

   白川委員、新井委員、松本委員、工藤委員、善福委員、竹末委員 

 ⑶ 事務局 

   スポーツ振興課 

 

４ 報告事項 

 ア 令和６年度県政世論調査の結果（スポーツ実施率）について【資料１】 

 イ スポーツチーム観戦・応援アプリ「すぽったま！」について【資料２】 

 ウ 国民スポーツ大会及び全国障害者スポーツ大会結果について【資料３】 

 エ パリオリンピック・パラリンピック大会結果について   【資料４】 

 

５ 内 容 

 ⑴ 開会（傍聴希望者なし、議事録の署名委員を重田委員と相澤委員に指名） 

 ⑵ 県民スポーツ文化局長挨拶 
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 ⑶ 委員紹介 

 ⑷ 報告事項 

  ア 令和６年度県政世論調査の結果（スポーツ実施率）について 

    【事務局 資料１に基づき説明】 

 

  イ スポーツチーム観戦・応援アプリ「すぽったま！」について 

    【事務局 資料２に基づき説明】 

 

  ウ 国民スポーツ大会及び全国障害者スポーツ大会結果について 

    【事務局 資料３に基づき説明】 

     ・質疑応答 

 

  エ パリオリンピック・パラリンピック大会結果について 

    【事務局 資料４に基づき説明】 

  

 ⑸ 質疑応答 

  ○ 重田委員 

    スポーツ実施率について、健常者の実施率は出ているが、障害のある方の実施率は出ていない。福祉と連携する必要があるが、福祉

の方ではなかなかそこまでは手が回っていない。知的障害者の６５歳の生存率が１５％であるとのデータもある。障害のある方の運動

をする機会の研究のためにも、調査をお願いしたい。 

    全国障害者スポーツ大会と国民スポーツ大会について、去年から健常者と障害者と合同で結団式を行っていて、今年は解団式も合同

で執り行った。これは、おそらく全国的にみても珍しい取り組みだと思う。スポーツの分野における理解促進につながる取り組みであ

るので、感謝している。 
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  ○ 事務局（スポーツ振興課主査） 

    ご指摘の通りで、障害者のスポーツ実施率を個別で取っているものは、現在のところ埼玉県の調査では存在しない。今後、工夫して

いきたい。 

 

  ○ 高橋委員 

    ３つ質問する。 

    １つ目は、「すぽったま！」について。現在、スポーツの試合について、テレビ放送の枠はなかなか取れないという状況ではあるが、

有料のものも含めて、「すぽったま！」でアプローチしていくような案はあるか。 

    ２つ目は、オリンピック・パラリンピックの選手に対して、どのような支援を行っているのか。 

    ３つ目は、スポーツ実施率について。忙しい働き世代・子育て世代へのアプローチについてであるが、何か改善の方向性などはある

のか。 

 

  ○ 事務局（スポーツ振興課主幹） 

    １つ目、「すぽったま！」については、第一に、スタジアムやアリーナに足を運んで、生のスポーツ観戦をしていただきたいという

狙いがある。一方で、もちろん全ての試合を観戦しに行けるわけではないので、県内メディア、テレビ埼玉で放映がある試合について

は、各試合日程にテレ玉くんのマークを付けて、周知している。 

   

  ○ 事務局（スポーツ振興課主幹） 

    ２つ目、県の強化指定選手については、健常者アスリートについてはプラチナアスリートホープとして、障害者アスリートについて

はプラチナアスリートシャインとして認定している。 

    支援内容としては、スポーツ科学を活用し、身体能力測定やケアマッサージ、栄養指導、メンタル指導、トレーニングプログラムな

どを提供しており、各選手に必要なプログラムを、専門家を派遣しサポートしている。 
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    オリンピックについては平成２８年度から、パラリンピックについては平成３０年度から今年度までの間に認定・支援した選手が出

場し、活躍された。 

 

  ○ 事務局（スポーツ振興課副課長） 

    ３つ目、スポーツ実施率については、スポーツに触れていただく機会を設けることを続けつつ、加えて、ご家庭でもできるような運

動を紹介することにも取り組んでいる。具体的には、イベントにジムのトレーナーを招き、そうした運動を参加者の皆さんに紹介する

といった取組を行っている。 

 

  ○ 高橋委員 

    「すぽったま！」について、県内メディアに絞る必要はあるのかな、ないのかなと思う。 

    アスリート支援については中途半端にならないよう、アスリートの意向に沿い、きちんと実が取れるように取り組んでほしい。 

 

 ⑹ 事務連絡 

   事務局（スポーツ振興課主査）より、次回審議会の日程について連絡。 

 

 ⑺ 閉会 

 

 

 

 

 

 



委員署名


